アルマンド・バリエントス「税財源の社会保障の役割」 by 山田 晋 et al.
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解
説
　
一
八
八
三
年
に
ビ
ス
マ
ル
ク
が
労
働
者
保
険
制
度
を
ド
イ
ツ
に
制
定
し
て
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
中
心
に
社
会
保
険
の
影
響
は
絶
大
な
も
の
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
わ
が
国
で
も
社
会
保
険
が
社
会
保
障
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
こ
の
社
会
保
険
制
度
に
対
す
る
ゆ
る
ぎ
な
い
信
頼
は
、
現
在
多
く
の
地
域
で
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
多
様
な
家
族
形
態
、
就
労
構
造
の
変
化
、
科
学
技
術
の
驚
異
的
な
進
歩
と
い
っ
た
、
先
進
国
、
途
上
国
問
わ
ず
に
展
開
し
て
い
る
事
象
は
、
社
会
保
険
の
存
立
基
盤
を
揺
る
が
し
て
い
る
。
各
国
の
社
会
保
険
制
度
は
規
模
・
範
囲
の
大
小
を
問
わ
ず
、
何
ら
か
の
修
正
・
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
情
況
で
、
当
然
、
社
会
保
険
の
「
神
話
」
に
こ
れ
以
上
依
拠
し
な
い
新
た
な
社
会
保
障
制
度
の
模
索
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
の
一
つ
が
従
来
、
残
余
的
な
も
の
と
し
て
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
「
無
拠
出
制
度
」
の
再
評
価
で
あ
る
。
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＜
翻
　
　
訳＞ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」
山
　
　
田
　
　
　
　
　
晋
九
九
〇
五
一
〇
　
以
下
に
訳
出
す
る
の
は
、
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
（A
rm
ando
B
arrientos
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教
授
が
、InternationalSocialSecurity
R
eview
 
  
            
             
 
に
二
〇
〇
七
年
に
発
表
し
た
論
文
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」B
arrientos,A
.“The
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ofTax-Fina
 
    
  
   
      
  
 
     
 
 nced
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で
あ
る
。
　
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
世
界
貧
困
研
究
所
（the
B
rooks
W
orld
Poverty
Institute
B
 
  
      
   
 
       
    
 
 
W
PI
 
  
）
教
授
・
所
長
で
、
同
時
に
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
フ
リ
カ
国
際
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（the
InternationalResearch
Initiativ
 
  
  
                 
   
  e
on
B
raziland
A
frica
  
  
     
   
 
 
 
）
共
同
代
表
で
あ
る
。
教
授
は
ケ
ー
ン
ト
大
学
で
博
士
号
取
得
後
、
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
の
開
発
学
研
究
所
（Institute
ofD
evelopm
entStudies
     
 
 
  
    
  
     
  
 
）
研
究
員
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
環
境
・
教
育
・
開
発
学
大
学
院
（SchoolofE
nvironm
ent,E
ducation
and
         
   
   
    
        
  
D
evelopm
ent
 
    
  
   
）
教
授
な
ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
　
な
お
バ
リ
エ
ン
ト
ス
教
授
は
「
社
会
保
障
（socialsecurity
    
        
）」
を
極
め
て
広
く
と
ら
え
て
お
り
、
公
共
事
業
に
ち
か
い
も
の
も
本
論
文
の
射
程
範
囲
に
お
い
て
い
る
。
こ
の
点
は
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
が
、
無
拠
出
制
の
社
会
保
障
制
度
を
全
般
的
に
論
じ
て
い
る
と
い
う
本
論
文
の
意
義
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
訳
出
に
あ
た
っ
て
も
、
原
文Tax-Financed
SocialSecurity
 
   
 
      
   
        
を
「
税
財
源
の
社
会
保
障
」
と
訳
し
、
教
授
の
意
図
を
尊
重
し
た
。
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
「
条
件
付
き
現
金
給
付
制
度
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
山
田
晋
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
社
会
政
策
～
社
会
保
障
法
と
な
り
得
る
か
？
」
明
治
学
院
大
学
社
会
学
部
付
属
研
究
所
・
研
究
所
年
報
三
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
五
五
～
六
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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＜
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〇
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ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」
　
先
進
国
と
途
上
国
の
双
方
に
お
い
て
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
の
再
評
価
が
強
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
過
去
二
〇
年
近
く
、
貧
困
と
脆
弱
性
の
新
し
い
動
向
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
招
い
た
。
先
進
国
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
例
外
が
あ
る
に
し
ろ
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
失
業
が
増
加
し
、
人
口
の
変
化
は
税
財
源
の
社
会
保
障
の
残
余
的
な
役
割
を
変
化
さ
せ
て
き
た
。
途
上
国
に
お
い
て
は
、
急
速
な
社
会
的
・
経
済
的
転
換
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
著
し
い
拡
大
に
結
果
し
、
そ
れ
は
中
期
的
に
は
増
大
し
て
ゆ
く
過
程
で
あ
っ
た
。
先
進
国
と
途
上
国
を
通
し
て
、
労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
の
変
化
と
、
世
帯
構
成
の
異
種
混
在
状
態
の
増
加
、
─
そ
れ
は
世
帯
に
お
け
る
労
働
移
民
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
内
容
で
も
っ
と
も
良
く
観
察
さ
れ
る
─
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
変
化
し
た
役
割
を
示
唆
し
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
変
化
を
描
写
し
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
再
評
価
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
　
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
貧
困
の
世
帯
あ
る
い
は
個
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
多
く
を
税
歳
入
を
財
源
と
す
る
給
付
と
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
本
稿
と
の
関
係
で
い
え
ば
た
め
に
、
特
に
途
上
国
に
議
論
の
焦
点
が
強
く
あ
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
社
会
扶
助
と
密
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
税
財
源
の
社
会
保
障
も
社
会
扶
助
と
と
も
に
厳
密
に
定
義
す
る
の
は
難
し
い
。
社
会
保
険
制
度
に
対
す
る
政
府
補
助
（
と
り
わ
け
公
務
員
に
関
す
る
拠
出
を
カ
バ
ー
す
る
政
府
補
助
）
は
税
財
源
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
貧
困
世
帯
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
補
助
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
で
は
な
い
。
途
上
国
に
お
い
て
貧
困
世
帯
に
焦
点
を
当
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
寄
贈
者
か
ら
の
財
政
的
支
援
は
、
ま
た
ほ
と
ん
ど
税
財
源
で
あ
る
が
、
異
な
っ
た
管
轄
で
あ
る
。
税
を
財
源
と
す
る
国
内
的
・
国
際
的
支
援
の
相
対
的
な
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
も
の
も
検
討
対
象
と
す 
社
会
扶
助
に
関
し
て
は
、
本
論
文
は
貧
困
世
帯
に
対
す
る
通
常
の
形
態
に
焦
点
を
当
て
る
。
緊
急
の
制
度
に
つ
い
て
は
議
論
の
対
象
と
し
な
い
。
（
１
）
る
。
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ア
ル
マ
ン
ド
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バ
リ
エ
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ト
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財
源
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3
九
八
八
五
〇
八
　
税
財
源
の
社
会
保
障
に
お
け
る
変
化
は
、
先
進
諸
国
に
お
け
る
社
会
扶
助
の
成
長
に
お
い
て
た
だ
ち
に
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
受
給
者
の
数
に
お
い
て
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
比
率
に
お
い
て
も
で
あ
る
。
途
上
国
に
お
け
る
大
規
模
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
中
国
や
韓
国
の
最
低
生
活
水
準
制
度
や
ブ
ラ
ジ
ル
の
反
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
（B
olsa
Fam
ilia
 
  
  
  
  
）
な
ど
で
あ
る
。
変
化
は
ま
た
質
的
で
も
あ
る
。
こ
の
次
元
は
お
そ
ら
く
最
も
顕
著
で
あ
る
が
、
十
分
に
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
　
先
進
諸
国
の
間
で
、
貧
困
世
帯
を
支
援
す
る
こ
と
は
、
そ
の
状
況
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
原
因
に
も
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。
貧
困
世
帯
の
所
得
の
不
足
を
補
う
所
得
給
付
は
、
彼
ら
の
家
庭
を
貧
困
状
態
に
お
と
し
め
て
し
ま
う
要
素
を
解
決
す
る
た
め
に
十
分
で
は
な
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
お
け
る
「
総
体
的
（holistic
      
）」
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
生
活
の
最
低
基
準
を
達
成
す
る
と
い
う
経
済
的
支
援
と
、（
生
活
の
）
基
盤
的
な
不
足
に
対
処
す
る
た
め
の
社
会
的
支
援
、
そ
し
て
労
働
市
場
へ
の
編
入
に
よ
り
家
庭
を
助
け
る
た
め
の
─
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
の
自
律
を
回
復
・
再
獲
得
す
る
雇
用
支
援
を
結
び
つ
け
て
い
る
とA
dem
a
 
   
 
は
記
述
し
た
。
　
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
生
活
の
「
デ
ィ
セ
ン
ト
な
基
準
（decentstandard
        
     
）」
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
目
的
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
統
合
と
自
律
と
い
う
幅
広
い
目
的
も
獲
得
し
た
。
途
上
国
に
お
い
て
は
、
貧
困
は
多
元
的
な
も
の
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
と
い
う
理
解
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
う
や
く
最
近
に
な
っ
て
政
策
策
定
と
実
施
に
十
分
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
し
い
形
態
の
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
貧
困
世
帯
の
消
費
の
た
め
の
支
援
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
教
育
と
保
健
に
対
す
る
家
庭
の
投
資
を
促
進
す
る
試
み
で
あ
り
、
不
運
な
リ
ス
ク
か
ら
彼
ら
を
保
護
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
質
的
な
変
化
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
の
変
化
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
。
　
税
財
源
の
社
会
保
障
の
質
的
・
量
的
変
化
は
、
社
会
保
障
の
他
の
要
素
─
特
に
拠
出
制
社
会
保
障
制
度
へ
の
関
係
と
、
制
度
間
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
た
め
の
関
係
に
重
要
な
問
題
を
惹
起
す
る
。
─　　─
＜
翻
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八
七
五
〇
七
　
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
次
章
で
は
先
進
国
と
途
上
国
の
双
方
に
け
る
税
財
源
の
社
会
保
障
の
傾
向
を
概
観
す
る
。
そ
の
後
、
途
上
国
の
税
財
源
の
社
会
保
障
の
新
し
い
形
態
に
、
い
く
つ
か
の
例
と
共
通
の
特
徴
を
描
写
し
な
が
ら
、
焦
点
を
当
て
る
。
第
三
に
、
焦
点
と
範
囲
、
デ
ザ
イ
ン
、
特
徴
、
評
価
、
展
開
な
ど
を
論
じ
な
が
ら
、
途
上
国
に
お
け
る
税
財
源
の
社
会
保
障
の
新
し
い
形
態
の
分
析
を
提
示
し
、
最
後
に
結
論
を
提
示
す
る
。
一
税
財
源
の
社
会
保
障
の
傾
向
　
先
進
国
と
途
上
国
の
双
方
に
お
い
て
の
最
近
の
傾
向
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
重
要
性
の
増
大
を
示
し
て
い
る
。
先
進
国
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
失
業
が
増
大
し
、
人
口
の
高
齢
化
、
家
族
構
成
の
変
化
─
が
、
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
税
財
源
の
社
会
保
障
の
重
要
性
の
増
加
と
結
合
し
て
い
る
。
途
上
国
に
お
い
て
は
、
急
速
な
経
済
的
・
社
会
的
転
換
あ
る
い
は
ア
フ
リ
カ
で
の
そ
の
欠
如
─
が
、
貧
困
者
と
脆
弱
な
者
と
、
政
治
的
動
揺
の
双
方
に
対
応
す
る
た
め
の
政
策
と
し
て
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
成
長
を
促
進
し
て
き
た
。
税
財
源
の
社
会
保
障
の
増
大
は
、
先
進
国
と
途
上
国
の
地
域
の
研
究
と
政
策
分
析
に
も
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き 
　
先
進
国
に
お
い
て
は
、
二
〇
世
紀
中
盤
に
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
制
度
の
下
降
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
停
滞
を
み
た
。
同
時
に
、
社
会
保
険
の
適
用
範
囲
は
、
労
働
力
人
口
と
人
口
の
よ
り
広
い
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
と
拡
大
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
以
来
、
こ
の
傾
向
は
逆
転
し
、
そ
し
て
支
援
を
得
て
い
る
人
口
の
比
率
と
し
て
、
あ
る
い
は
社
会
扶
助
に
分
配
さ
れ
た
公
的
支
出
の
割
合
と
し
て
測
定
さ
れ
た
場
合
に
も
、
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
著
し
い
上
昇
を
示
し
て
き
た
。
傾
向
の
方
向
性
に
お
け
る
変
化
を
説
明
す
る
主
要
な
要
素
は
、
第
一
に
は
一
九
八
〇
年
代
の
失
業
の
上
昇
の
結
果
と
関
係
が
あ
っ
た
し
、
労
働
市
場
の
変
化
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
経
済
的
脆
弱
性
へ
の
直
接
的
影
響
を
伴
う
、
人
口
高
齢
化
と
家
族
形
態
の
多
様
性
の
増
加
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
に
お
け
る
上
昇
傾
向
を
強
め
る
の
を
促
し
た
。
（
２
）
る
。
─　　─
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」（
山
田
）
（
　
　
　
）
5
九
八
六
五
〇
六
　
税
財
源
の
社
会
保
障
の
重
要
性
の
増
加
は
ま
た
、
社
会
保
障
に
お
け
る
そ
の
役
割
に
お
け
る
質
的
な
変
化
の
結
果
で
も
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
前
、
ほ
と
ん
ど
の
先
進
国
の
税
財
源
の
社
会
保
障
の
主
要
な
焦
点
は
、
様
々
な
理
由
で
収
入
と
消
費
の
ミ
ニ
マ
ム
レ
ベ
ル
を
達
成
で
き
な
い
家
庭
を
保
護
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
以
後
の
福
祉
改
革
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
を
転
換
し
た
。
そ
れ
は
貧
困
の
予
防
を
含
む
と
こ
ろ
ま
で
拡
大
し
、
社
会
的
共
生
と
包
摂
の
促
進
、
排
除
さ
れ
た
人
々
を
雇
用
へ
編
入
す
る
こ
と
、
そ
し
て
自
己
充
足
感
の
促
進
で
あ
っ 
こ
の
こ
と
は
、
貧
困
と
収
奪
の
原
因
を
解
決
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
文
脈
で
、
貧
困
な
人
々
へ
の
経
済
的
支
援
は
重
要
で
あ
る
が
、
一
つ
の
要
素
に
す
ぎ
な
い
。
サ
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
不
運
な
リ
ス
ク
か
ら
の
保
護
、
労
働
市
場
へ
の
再
編
入
は
「
ア
ク
テ
ィ
べ
ー
シ
ョ
ン
（activation
        
）」
戦
略
の
付
加
的
な
要
素
で
あ
る
。
　
途
上
国
に
お
い
て
は
、
わ
ず
か
の
例
外
を
除
い
て
、
税
財
源
の
社
会
的
保
護
は
一
九
九
〇
年
代
以
前
に
は
、
い
か
な
る
規
模
あ
る
い
は
重
要
性
に
も
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、
他
の
途
上
国
の
地
域
に
比
べ
て
、
早
期
に
そ
し
て
よ
り
一
層
、
社
会
保
険
を
発
展
さ
せ
て
い
た
。
し
か
し
そ
こ
に
お
い
て
さ
え
、
税
財
源
の
社
会
保
障
は
ど
う
見
て
も
残
余
で
あ
っ
た
。
主
要
な
強
調
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
の
労
働
者
へ
の
社
会
保
険
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
た
。
先
進
国
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
経
済
発
展
が
い
つ
の
日
に
か
、
社
会
保
険
の
適
用
範
囲
を
労
働
人
口
の
大
多
数
に
拡
大
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
た
。
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
社
会
保
険
（m
em
bership-based
socialinsurance
 
  
      
 
         
  
       
）
へ
の
強
調
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
を
政
策
の
辺
境
へ
と
押
し
や
っ
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
家
族
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
私
的
な
給
付
と
、
プ
ロ
ビ
デ
ン
ド
・
フ
ァ
ン
ド
が
社
会
保
障
給
付
の
大
半
を
供
給
し
て
い
た
。
こ
こ
で
も
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
主
と
し
て
残
余
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
南
ア
フ
リ
カ
と
そ
の
近
隣
諸
国
を
除
い
て
、
社
会
保
障
の
全
て
の
形
態
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
税
財
源
の
社
会
保
障
は
現
実
的
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
　
全
く
根
本
的
に
変
化
す
る
と
い
う
徴
候
が
存
在
し
た
。
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
途
上
国
で
は
劇
的
な
速
度
で
成
長
し
て
い
た
。
こ
の
変
化
（
３
）
た
。
─　　─
＜
翻
　
　
訳＞
修
道
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学
　
三
七
巻
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6
九
八
五
五
〇
五
の
原
因
と
し
て
い
く
つ
か
の
要
素
が
存
在
す
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M
D
G
 
 
 
）
は
、
国
際
組
織
、
政
府
の
主
要
な
優
先
課
題
と
し
て
貧
困
の
削
減
に
注
意
を
集
中
し
て
い
た
。
援
助
の
レ
ベ
ル
で
の
微
増
と
結
び
つ
い
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
別
、
セ
ク
タ
ー
別
の
財
源
を
替
え
る
一
般
財
政
へ
の
支
援
を
伴
う
、
援
助
の
形
式
の
変
化
は
、
持
続
的
で
財
政
的
裏
づ
け
の
あ
る
社
会
保
障
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
条
件
を
創
設
し
て
い
る
。
労
働
市
場
と
貿
易
の
自
由
化
は
、
労
使
の
拠
出
か
ら
な
る
社
会
保
険
の
要
素
の
適
用
範
囲
に
お
け
る
停
滞
へ
と
導
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
る
国
々
で
は
急
激
な
減
退
と
な
っ 
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
雇
用
に
基
づ
い
た
社
会
保
険
の
発
展
と
財
政
的
持
続
可
能
性
に
打
撃
を
与
え
た
。
社
会
的
・
経
済
的
転
換
は
、
雇
用
、
脆
弱
性
そ
し
て
貧
困
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
通
し
て
、
社
会
保
障
へ
の
強
い
要
求
を
生
み
出
し
た
。
強
力
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
な
い
ま
ま
に
、
社
会
的
・
経
済
的
転
換
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
不
安
定
さ
は
、
容
易
に
社
会
不
安
と
政
治
的
分
断
を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
政
府
は
、
貧
困
を
削
減
し
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
圧
力
の
下
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
文
脈
で
税
財
源
の
社
会
保
障
の
発
展
は
優
先
度
の
高
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
中
所
得
の
国
々
に
お
い
て
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
拡
張
は
基
本
的
に
、
社
会
的
・
経
済
的
転
換
の
負
の
結
果
を
処
理
す
る
必
要
性
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
文
脈
で
の
社
会
保
険
の
適
用
範
囲
の
拡
大
の
た
め
の
代
替
的
な
政
策
的
ル
ー
ト
を
見
つ
け
る
必
要
性
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
低
所
得
国
に
お
い
て
は
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
成
長
の
証
拠
は
、
は
る
か
に
少
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
政
策
的
優
先
順
位
の
高
い
も
の
と
し
て
徐
々
に
認
識
さ
れ
た
。
こ
こ
で
の
課
題
は
、
社
会
的
・
経
済
的
転
換
の
不
存
在
に
対
処
す
る
こ
と
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
を
運
営
す
る
か
─
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
関
係
な
か
っ
た
。
経
済
的
分
断
に
直
面
し
て
、
税
財
源
の
社
会
保
障
は
貧
困
と
剥
奪
を
削
減
す
る
こ
と
と
、
成
長
に
対
す
る
い
く
つ
か
の
バ
リ
ア
ー
を
低
く
す
る
た
め
の
両
方
の
手
段
と
し
て
出
現
し
た
。
（
４
）
た
。
─　　─
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」（
山
田
）
（
　
　
　
）
7
九
八
四
五
〇
四
二
　
途
上
国
に
お
け
る
税
財
源
の
社
会
保
障
の
新
し
い
形
態
　
中
・
低
所
得
国
に
お
け
る
、
選
ば
れ
た
い
く
つ
か
の
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
概
要
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
の
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
後
掲
の
表
（
　
・
　
頁
）
に
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
以
後
の
議
論
に
有
益
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ポ
イ
２４
２５
ン
ト
と
し
て
利
用
で
き
る
だ
ろ
う
。
リ
ス
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
途
上
国
の
税
財
源
の
社
会
保
障
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
範
囲
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
リ
ス
ト
は
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
所
得
給
付
を
含
ん
で
い
る
。
そ
こ
に
は
、
権
利
資
格
が
受
給
者
の
特
定
の
行
為
を
求
め
な
い
─
と
い
う
意
味
で
、
無
条
件
の
所
得
給
付
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
的
に
は
、
人
生
の
コ
ー
ス
の
初
期
と
後
期
に
お
け
る
人
々
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
給
付
で
あ 
高
齢
者
の
税
財
源
の
所
得
給
付
は
通
常
、
社
会
年
金
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
年
金
制
度
と
は
重
要
な
点
で
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
れ
に
し
か
労
働
テ
ス
ト
（an
incapacity
test
               
）
を
含
ん
で
い
な
い
が
、
し
ば
し
ば
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
あ 
税
財
源
の
所
得
給
付
は
ま
た
、
南
ア
フ
リ
カ
の
児
童
支
援
手
当
（C
hild
SupportG
rant
 
    
       
    
）
の
よ
う
に
子
ど
も
に
焦
点
を
置
い
た
り
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
のK
alom
o
D
istrict
Pilot
SocialT
ransfe
 
  
 
   
 
 
 
 
    
    
       
r
Schem
e
       
 
の
よ
う
に
経
済
的
活
動
が
で
き
な
い
家
庭
に
焦
点
を
当
て
た
り
す
る
。
　
ま
た
条
件
付
き
の
所
得
給
付
も
存
在
す
る
。
そ
こ
で
は
権
利
資
格
は
受
給
者
に
特
定
の
行
為
を
求
め
る
。
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
条
件
は
、
受
給
家
庭
は
労
働
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
条
件
は
子
ど
も
が
学
校
に
出
席
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
家
庭
の
メ
ン
バ
ー
が
規
則
的
に
基
礎
的
な
健
康
診
断
を
受
診
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
条
件
を
賦
課
す
る
主
た
る
理
論
的
根
拠
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
を
達
成
す
る
必
要
性
で
あ 
　
統
合
さ
れ
た
反
・
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
通
常
、
貧
困
の
い
く
つ
か
の
次
元
に
介
入
す
る
所
得
給
付
を
伴
っ
て
い
る
。
貧
困
、
と
り
わ
け
慢
性
（
５
）
る
。
（
６
）
る
。（７
）
る
。
─　　─
＜
翻
　
　
訳＞
修
道
法
学
　
三
七
巻
　
二
号
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）
8
九
八
三
五
〇
三
的
貧
困
の
背
後
に
あ
る
要
素
の
多
元
的
視
点
に
基
礎
を
お
く
、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
を
拡
大
す
る
と
い
う
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
た
め
の
明
ら
か
な
傾
向
が
存
在
す
る
。
　
先
進
国
と
途
上
国
の
反
・
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
彼
ら
の
所
得
給
付
の
限
界
を
ま
す
ま
す
認
識
し
て
お
り
、
彼
ら
は
介
入
の
よ
り
広
い
範
囲
を
統
合
し
て
き
た
。
こ
の
点
は
の
ち
ほ
ど
よ
り
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
。
　
後
掲
の
表
に
あ
げ
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
明
瞭
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
表
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
共
通
の
特
徴
が
あ
る
。
リ
ス
ト
に
挙
げ
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
多
数
は
、
例
え
ば
、「
条
件
付
き
現
金
給
付
（C
onditionalC
ash
T
ransfer
C
C
T
 
     
    
    
     
  
 
 
）」
に
お
け
る
保
健
と
教
育
の
よ
う
に
、
所
得
給
付
と
基
本
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
ミ
ッ
ク
ス
を
供
給
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
基
本
的
な
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ン
フ
ラ
の
投
資
と
、
所
得
の
補
足
の
権
利
資
格
に
対
す
る
貧
困
者
と
極
貧
困
者
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能
と
す
る
こ
と
の
間
に
、
交
換
関
係
は
存
在
し
な
い
と
い
う
認
識
を
暗
示
し
て
い
る
。
　
所
得
給
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
家
庭
の
所
得
を
、
そ
れ
ゆ
え
消
費
を
補
足
す
る
こ
と
で
短
期
的
に
は
機
能
す
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
延
長
さ
れ
た
期
間
、
規
則
的
・
定
期
的
な
そ
し
て
信
頼
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
─
と
い
う
事
実
は
、
家
庭
が
投
資
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
て
い
る
と
い
う
付
加
的
な
利
点
を
持
っ
て
い
る
。
所
得
給
付
の
定
期
性
そ
し
て
信
頼
性
は
、
家
庭
が
人
的
、
物
質
的
、
社
会
的
資
源
に
投
資
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
貧
困
と
脆
弱
さ
の
長
期
的
な
削
減
を
保
障
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
上
述
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
緊
急
時
に
一
時
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
基
本
的
に
異
な
る
の
で
あ
る
。
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
支
援
の
主
要
な
単
位
と
し
て
、
個
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
な
く
、
家
庭
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
れ
は
貧
困
削
減
の
介
入
の
教
訓
か
ら
生
ま
れ
た
。
貧
困
と
脆
弱
さ
の
維
持
さ
れ
、
持
続
的
な
削
減
は
貧
困
の
代
表
者
（agency
      
）
の
強
化
を
要
求
す
る
─
そ
し
て
こ
の
代
表
者
は
、
家
庭
単
位
と
一
致
す
る
。
─　　─
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」（
山
田
）
（
　
　
　
）
9
九
八
二
五
〇
二
　
従
来
の
社
会
扶
助
は
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
単
親
で
あ
る
母
親
と
い
っ
た
広
い
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
定
義
さ
れ
た
脆
弱
な
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
に
焦
点
を
当
て
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
通
常
は
、
領
域
別
・
分
野
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
脆
弱
な
個
人
は
通
常
、
家
庭
で
生
活
し
て
お
り
、
彼
ら
の
社
会
的
経
済
的
状
況
を
共
有
し
て
い
る
─
と
い
う
事
実
を
捨
象
す
る
と
い
う
不
利
な
点
を
持
っ
て
い
る
。
支
援
の
単
位
と
当
事
者
・
受
取
人
と
し
て
、
家
庭
に
焦
点
を
充
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
所
得
と
資
源
の
家
庭
内
で
の
分
配
の
著
し
い
不
平
等
を
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
を
妨
げ
る
こ
と
は
な
い
。
事
実
、
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
貧
困
家
庭
の
中
の
最
も
不
利
な
メ
ン
バ
ー
の
交
渉
力
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
母
親
を
通
じ
て
（
所
得
）
給
付
の
ル
ー
ト
を
作
る
と
い
う
よ
う
に
。
　
上
述
の
よ
う
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
リ
ス
ト
に
書
か
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
貧
困
の
多
元
的
な
視
点
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
は
一
度
に
貧
困
の
い
く
つ
か
の
次
元
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
多
元
性
の
範
囲
は
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
異
な
る
。
条
件
付
き
給
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
主
に
所
得
、
健
康
、
教
育
、
栄
養
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
チ
リ
の
ソ
リ
ダ
リ
オ
は
、
貧
困
に
つ
い
て
も
っ
と
も
広
い
視
点
を
持
っ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
次
元
の
中
で
の
福
祉
（w
ell-being
 
   
  
 
）
と
共
生
（inclusion
 
  
  
 
）
の
改
善
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
ま
た
、
多
数
者
の
貧
困
は
時
代
を
超
え
て
存
続
し
て
お
り
、
家
庭
内
の
数
世
代
に
渡
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ゆ
え
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
貧
困
が
世
代
を
越
え
て
繰
り
返
さ
れ
る
回
路
に
明
瞭
な
注
意
を
払
い
、
世
代
間
の
貧
困
の
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
現
在
と
将
来
の
貧
困
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
条
件
で
あ
る
通
学
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
貧
困
に
強
調
点
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
の
特
徴
は
、
途
上
国
に
出
現
し
て
い
る
税
財
源
の
社
会
保
障
に
対
す
る
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
主
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
叙
述
し
て
い
る
。
次
章
で
は
よ
り
詳
細
に
こ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
説
明
す
る
。
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〇
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三
　
焦
点
と
範
囲
　
税
財
源
の
社
会
保
障
は
貧
困
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
先
進
諸
国
と
発
展
途
上
国
の
間
に
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
重
要
な
相
違
が
存
在
す
る
。
前
者
に
お
い
て
、
貧
困
は
相
対
的
な
タ
ー
ム
で
定
義
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
Ｅ
Ｕ
で
は
、
貧
困
線
は
中
位
の
家
庭
収
入
の
六
〇
％
と
し
て
定
義
さ
れ 
そ
れ
に
対
し
て
、
途
上
国
で
は
、
焦
点
は
絶
対
的
貧
困
に
あ
る
。
貧
困
線
は
通
常
、
食
料
品
や
非
食
料
品
を
含
む
生
存
的
最
低
限
の
金
銭
的
価
値
で
定
義
さ
れ
る
。
表
に
示
さ
れ
た
大
多
数
は
、
地
理
的
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
、
代
理
的
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
（proxy
m
eans
test
      
        
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（com
unity
selection
   
     
  
    
）
を
含
む
多
様
な
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
貧
困
者
と
極
貧
者
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
　
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
は
、
貧
困
で
な
い
者
と
貧
困
者
を
区
別
す
る
の
に
役
立
つ
が
、
あ
る
手
法
で
は
彼
ら
の
貧
困
の
深
さ
に
応
じ
て
家
庭
を
ラ
ン
キ
ン
グ
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
貧
者
を
確
定
す
る
こ
と
も
促
進
す
る
。
　
主
要
な
途
上
国
で
、
貧
困
者
と
極
貧
者
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
は
、
貧
困
の
高
い
発
生
率
へ
の
関
心
を
反
映
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の
に
利
用
で
き
る
資
源
は
限
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
極
貧
者
に
資
源
を
絞
り
込
む
こ
と
が
、
公
正
と
効
果
の
点
で
潜
在
的
に
大
き
な
利
益
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
反
映
し
て
も
い
る
。
　
例
え
ば
、
条
件
付
き
給
付
は
教
育
と
保
健
・
医
療
の
供
給
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
貧
困
者
に
届
く
に
は
十
分
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
認
識
を
反
映
し
て
い
る
。
後
者
は
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
点
で
、
移
動
や
制
服
、
教
科
書
な
ど
の
直
接
的
コ
ス
ト
と
、
子
ど
も
が
児
童
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
入
っ
て
こ
な
く
な
る
稼
ぎ
や
、
大
人
が
散
髪
に
時
間
を
使
う
こ
と
と
い
っ
た
間
接
的
な
コ
ス
ト
を
含
む
実
質
的
な
コ
ス
ト
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。
教
育
と
保
健
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
教
育
と
保
健
の
需
要
の
補
助
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
の
前
提
で
あ
る
が
、
後
者
は
（
８
）
る
。
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五
〇
〇
ま
さ
に
極
貧
者
に
到
達
す
る
た
め
に
必
須
の
も
の
で
あ
る
。
極
貧
者
に
資
源
を
集
中
す
る
こ
と
は
、
人
的
資
源
に
お
け
る
投
資
に
対
す
る
柵
の
い
く
つ
か
を
引
き
上
げ
る
点
で
効
果
的
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
　
税
財
源
の
社
会
保
障
の
範
囲
は
上
に
簡
潔
に
述
べ
て
き
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
分
離
さ
れ
た
所
得
給
付
の
よ
う
な
単
一
の
手
段
を
超
え
て
、
そ
の
範
囲
を
拡
大
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
、
所
得
給
付
と
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
と
を
組
み
合
わ
せ
、
介
入
の
統
合
さ
れ
た
セ
ッ
ト
へ
と
移
転
す
る
こ
と
で
あ
る
。
チ
リ
の
ソ
リ
ダ
リ
オ
（Solidario
       
）
は
、
住
宅
、
教
育
、
保
健
、
登
録
、
雇
用
、
所
得
、
家
庭
内
と
い
う
七
つ
の
異
な
る
次
元
の
公
共
政
策
を
統
合
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
「
極
貧
層
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（Targeting
the
U
ltra
          
   
    
Poor
program
m
e
     
      
 
 
）」
は
、
資
産
給
付
（assettransfer
      
    
 
）
と
保
健
に
つ
い
て
の
介
入
、
訓
練
、
マ
イ
ク
ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
の
「
最
低
生
活
基
準
（m
inium
living
standard
schem
e
M
LSS
 
 
 
 
  
 
  
 
      
    
  
   
）」
制
度
は
、
保
健
と
教
育
に
関
す
る
控
除
と
補
助
を
含
む
所
得
給
付
に
関
連
す
る
介
入
を
合
体
し
た
も
の
で
あ
る
。
介
入
の
範
囲
の
拡
大
は
、
多
元
的
な
も
の
と
し
て
の
貧
困
の
理
解
を
反
映
し
て
い
る
。
　
も
う
一
つ
の
課
題
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
期
間
に
関
連
し
て
い
る
。
そ
れ
は
表
に
掲
載
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
幅
広
い
多
様
性
を
示
し
て
い
る
。
伝
統
的
な
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
実
施
期
間
に
制
限
は
な
い
も
の
だ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
政
策
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
多
か
れ
少
な
か
れ
恒
久
的
な
制
度
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
。
典
型
的
に
は
、
中
国
の
「
最
低
生
活
基
準
」
制
度
や
韓
国
の
制
度
の
よ
う
な
社
会
扶
助
と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
年
金
と
南
ア
フ
リ
カ
の
児
童
支
援
給
付
が
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
税
財
源
の
社
会
保
障
の
顕
著
な
割
合
の
制
度
が
短
い
実
施
期
間
を
持
ち
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
務
的
に
規
定
さ
れ
る
。
メ
キ
シ
コ
の
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ダ
デ
ス
は
最
初
は
五
年
間
の
期
限
付
き
で
導
入
さ
れ
た
が
、
の
ち
に
さ
ら
に
五
年
間
延
長
さ
れ
て
い
っ
た
。
チ
リ
の
ソ
リ
ダ
リ
オ
は
、
そ
の
主
要
な
目
的
を
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
達
成
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。K
alom
o
Pilot
SocialT
ransfer
Schem
e
 
  
 
      
    
       
       
 
は
明
ら
か
に
四
年
間
の
期
限
の
パ
イ
ロ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
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わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
期
間
の
多
様
性
を
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？
あ
る
事
例
で
は
、
財
政
的
資
源
が
実
施
期
間
を
決
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
寄
付
に
よ
る
財
源
が
顕
著
な
部
分
を
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
当
て
は
ま
る
。
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
のPRA
F
II
 
  
  
 
や
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
Ｒ
Ｅ
Ｄ
が
そ
う
で
あ
る
。
ボ
リ
ビ
ア
の
ボ
ノ
ソ
ル
の
場
合
に
は
、
実
施
期
間
は
、
企
業
体
の
民
営
化
の
過
程
か
ら
財
源
を
得
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
　
チ
リ
の
ソ
リ
ダ
リ
オ
に
お
い
て
は
、
五
年
以
内
に
極
貧
層
の
削
減
と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
よ
っ
て
実
施
期
間
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
援
助
に
対
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
よ
り
基
層
的
な
レ
ベ
ル
で
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
限
定
さ
れ
た
実
施
期
間
は
、
依
存
（dependency
          
）
の
制
度
化
（nstitutionalization
    
          
）
を
避
け
よ
う
と
す
る
関
心
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
受
給
家
族
の
（
援
助
か
ら
の
）
出
口
（exit
   
）
あ
る
い
は
「
卒
業
（graduation
         
）」
プ
ロ
セ
ス
を
確
定
す
る
、
新
し
い
社
会
扶
助
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
資
格
の
定
期
的
な
審
査
を
含
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
グ
レ
ッ
サ
／
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ダ
デ
ス
で
は
三
年
ご
と
に
審
査
が
あ
る
。
そ
れ
は
い
く
つ
か
の
家
庭
の
た
め
の
「
卒
業
」
を
確
立
す 
資
格
の
条
件
は
ま
た
、
子
ど
も
が
学
齢
期
を
過
ぎ
た
と
か
、
年
金
受
給
者
の
死
亡
と
い
っ
た
よ
う
な
「
卒
業
」
の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
正
当
化
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
途
上
国
の
証
拠
は
、
貧
困
家
庭
に
顕
著
な
流
動
性
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い 
も
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
「
平
均
的
な
（average
       
）」
貧
困
世
帯
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
卒
業
」
の
た
め
の
目
的
は
正
当
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
も
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
極
度
の
あ
る
い
は
慢
性
的
な
貧
困
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
給
者
の
大
多
数
が
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、「
卒
業
」
は
問
題
で
あ
る
。
　
実
施
期
間
は
ま
た
政
治
的
な
そ
し
て
政
治
経
済
的
な
課
題
を
も
反
映
し
て
い
る
。
限
定
さ
れ
た
実
施
期
間
が
一
般
的
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
に
お
い
て
、
伝
統
的
な
税
財
源
の
社
会
保
障
の
信
頼
性
（credibility
     
   
）
が
鍵
で
あ
る
。
グ
ラ
ハ
ム
は
こ
れ
を
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
は
、
（
９
）
る
。（
）
１０る
。
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効
率
的
な
再
分
配
の
極
め
て
弱
い
伝
統
に
由
来
す
る
。
極
貧
層
の
費
用
に
よ
っ
て
、
相
対
的
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
過
去
に
獲
得
さ
れ
て
き
た
無
数
の
企
て
を
伴
っ
て
い
る
」（
一
六
頁
）
と
指
摘
し
た
。
　
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
と
方
向
性
は
現
状
に
対
す
る
多
く
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
地
域
に
お
け
る
主
要
な
政
治
的
・
経
済
的
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。
実
施
期
間
は
、
社
会
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ま
わ
り
に
信
頼
性
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
企
画
の
特
徴
の
一
つ
で
あ 
四
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
（
一
）
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
　
前
述
の
よ
う
に
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
部
分
が
、
貧
困
者
と
極
貧
者
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
給
者
の
選
定
は
明
ら
か
に
貧
困
者
と
極
貧
者
世
帯
を
確
定
し
、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
源
を
彼
ら
に
絞
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
、
こ
の
こ
と
は
選
定
の
技
術
の
混
合
（
ミ
ッ
ク
ス
）
を
意
味
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
プ
ロ
グ
レ
ッ
サ
／
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ダ
デ
ス
で
は
以
下
の
よ
う
な
混
合
を
利
用
し
て
い
る
。
貧
困
化
（m
arginalization
 
    
       
）
の
最
も
高
い
レ
ベ
ル
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
確
定
す
る
た
め
に
、
地
理
的
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
を
利
用
し
、
そ
れ
か
ら
い
く
つ
か
の
不
足
指
標
（deficitindication
         
    
）
に
基
づ
い
て
、
世
帯
を
ラ
ン
ク
づ
け
す
る
た
め
に
代
理
的
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
を
使
う
。
そ
し
て
最
後
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
証
（com
unity
validation
   
     
       
）
を
使
う
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
他
の
条
件
付
き
所
得
給
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
も
模
倣
さ
れ
て
い
る
。
例
外
は
Ｒ
Ｅ
Ｄ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
貧
困
地
域
（m
arginalized
com
unity
 
    
      
  
    
）
に
お
け
る
貧
困
の
発
生
率
が
非
常
に
高
い
た
め
、
貧
困
者
に
お
け
る
選
定
よ
り
も
、
非
貧
困
者
を
選
定
す
る
と
い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
の
混
合
は
、
国
民
貧
（
）
１１る
。
─　　─
＜
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七
七
四
九
七
困
線
（nationalpoverty
line
                
 
）
と
一
人
当
た
り
の
所
得
の
比
較
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
児
童
の
労
働
（PE
TI
  
  
）
あ
る
い
は
最
低
年
齢
（B
PC
 
  
）
の
よ
う
な
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
指
標
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｓ
は
、
地
域
ご
と
に
決
定
さ
れ
た
貧
困
線
を
利
用
し
て
い
る
。
チ
リ
の
ソ
リ
ダ
リ
オ
は
、
不
足
指
標
の
分
布
に
基
づ
い
て
世
帯
を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
代
理
的
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
チ
リ
に
お
い
て
貧
困
の
人
々
を
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
す
る
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
選
定
の
道
具
と
し
て
共
同
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
　
労
働
と
い
う
条
件
つ
き
の
所
得
給
付
は
、
受
給
者
の
セ
ル
フ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
頼
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
ボ
ノ
ソ
ル
は
領
域
的
・
集
団
的
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
を
採
用
し
て
い
る
。
年
金
に
対
す
る
資
格
は
、
彼
が
六
五
歳
に
達
し
た
と
き
に
年
金
給
付
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
一
九
九
五
年
に
二
一
歳
以
上
の
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
さ
れ
て
い
る
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
評
価
は
、
貧
困
者
に
到
達
す
る
点
と
、
非
貧
困
者
に
対
す
る
漏
入
（lealogen
 
  
   
）
を
縮
小
す
る
と
い
う
点
で
効
果
的
で
あ
る
が
、
貧
困
者
の
範
囲
は
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
文
献
か
ら
一
般
化
さ
れ
た
教
訓
で
あ
る
。
極
貧
者
へ
の
到
達
の
点
に
お
い
て
、
貧
困
者
を
ラ
ン
ク
づ
け
る
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
セ
ス
は
必
須
で
あ
る
。
貧
困
者
の
不
足
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
た
だ
単
に
、
そ
の
発
生
率
だ
け
で
は
な
く
、
貧
困
の
深
刻
さ
に
つ
い
て
も
関
心
を
払
う
と
い
う
こ
と
を
要
求
し
て
い 
（
二
）
条
　
　
　
件
　
多
く
の
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
は
、
人
的
資
源
の
点
で
の
投
資
あ
る
い
は
就
労
を
受
給
者
に
条
件
と
し
て
（
所
得
）
給
付
を
行
っ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
レ
ッ
サ
／
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ダ
デ
ス
の
よ
う
な
条
件
付
き
現
金
給
付
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
受
給
者
の
世
帯
の
学
齢
期
の
子
ど
も
が
学
校
に
出
席
す
る
こ
と
、
そ
し
て
す
べ
て
の
世
帯
構
成
員
が
基
本
的
な
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
条
件
の
導
入
の
中
（
）
１２る
。
─　　─
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
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六
心
的
な
正
当
化
と
い
う
の
は
、
保
健
と
教
育
に
お
け
る
世
帯
の
投
資
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
で
あ
る
。
受
給
者
世
帯
に
労
働
を
要
求
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
条
件
の
理
論
的
根
拠
は
、
受
給
世
帯
の
選
定
を
容
易
に
す
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
市
場
賃
金
以
下
の
レ
ベ
ル
に
給
付
額
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
失
業
し
て
い
る
人
々
の
み
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
。
セ
ル
フ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
資
源
を
節
約
す
る
。
そ
れ
は
貧
困
世
帯
を
確
定
し
、
非
貧
困
者
を
排
除
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　
条
件
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
主
に
効
果
─
例
え
ば
、
子
ど
も
の
学
校
の
出
席
に
効
果
が
あ
る
の
か
ど
う
か
─
の
課
題
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
非
常
に
わ
ず
か
の
厳
然
と
し
た
証
拠
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
。
条
件
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
達
成
を
深
刻
に
損
な
う
の
か
ど
う
か
─
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
で
あ 
い
ず
れ
も
、
効
果
は
小
さ
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
メ
キ
シ
コ
に
お
い
て
、
初
等
教
育
に
お
け
る
入
学
率
は
、
プ
ロ
グ
レ
ッ
サ
の
導
入
前
も
九
〇
％
を
超
え
て
い
た
。
こ
れ
ゆ
え
条
件
の
効
果
は
ま
さ
に
学
校
に
通
学
し
て
い
な
い
一
〇
％
の
子
ど
も
た
ち
に
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
政
策
の
議
論
で
は
し
ば
し
ば
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
制
度
の
効
果
を
測
定
す
る
条
件
の
最
小
限
の
効
果
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
条
件
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
政
治
経
済
的
要
素
も
存
在
す
る
。
政
治
的
、
そ
れ
ゆ
え
財
政
的
支
援
は
、
納
税
者
は
反
・
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
効
果
に
つ
い
て
形
成
す
る
認
識
に
仮
定
の
基
礎
を
お
い
て
い
る
限
度
で
、
条
件
は
学
齢
期
の
子
ど
も
た
ち
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
焦
点
を
当
て
た
所
得
給
付
の
投
資
の
次
元
（
局
面
）
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
条
件
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
優
先
順
位
を
、
納
税
者
の
優
先
順
位
あ
る
い
は
嗜
好
と
揃
え
る
の
を
支
え
て
い 
（
三
）
評
　
　
　
価
　
途
上
国
に
お
い
て
は
、
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
に
つ
い
て
の
評
価
プ
ロ
セ
ス
の
現
状
・
態
様
と
効
果
に
つ
い
て
は
広
範
な
多
様
性
が
存
（
）
１３る
。
（
）
１４る
。
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九
五
在
す
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
い
く
つ
か
に
は
非
常
に
強
力
で
効
果
的
な
評
価
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
す
る
。
　
例
え
ば
プ
ロ
グ
レ
ッ
サ
の
持
つ
強
力
な
評
価
プ
ロ
セ
ス
は
、
他
の
反
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
の
「
良
い
基
準
（good
standard
     
 
     
）」
と
な
っ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
の
政
策
企
画
者
は
、
六
か
月
ご
と
に
世
帯
の
サ
ン
プ
ル
の
た
め
の
基
盤
調
査
標
本
を
集
め
、
追
跡
調
査
標
本
を
一
九
九
八
年
～
二
〇
〇
一
年
ま
で
集
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
の
前
と
後
と
で
の
条
件
の
比
較
を
可
能
に
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
漸
進
的
な
実
施
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
最
初
に
導
入
さ
れ
る
エ
リ
ア
に
お
け
る
資
格
の
あ
る
世
帯
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
最
初
に
運
営
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
の
資
格
あ
る
世
帯
と
の
比
較
を
可
能
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
準
・
実
験
的
な
「
処
遇
」
と
「
統
制
」
グ
ル
ー
プ
の
比
較
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ー
は
独
立
し
た
研
究
者
に
対
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
評
価
を
独
立
し
た
研
究
機
関
か
ら
の
評
価
を
依
頼
・
委
託
で
き
る
と
い
う
事
実
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
し
て
の
幅
広
い
そ
し
て
独
立
し
た
研
究
を
支
え
て
い
る
。
　
し
か
し
こ
の
課
題
の
前
進
は
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
す
べ
て
の
国
々
を
通
し
て
共
通
の
こ
と
で
は
な
い
。
公
的
な
機
関
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
強
力
な
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
持
っ
て
い
る
と
一
般
化
で
き
る
。
ボ
ル
サ
・
エ
ス
コ
ラ
（B
olsa
E
scola
 
  
   
    
）、
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
、
ソ
リ
ダ
リ
オ
は
、
影
響
に
つ
い
て
の
評
価
の
た
め
の
強
靭
な
プ
ロ
セ
ス
に
対
し
て
注
意
を
払
う
こ
と
な
し
に
導
入
さ
れ
設
計
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
Ｂ
Ｐ
Ｃ
や
ボ
ン
ソ
ル
と
い
っ
た
多
く
の
公
的
な
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
影
響
力
の
評
価
の
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
欠
い
て
い 
五
展
開
　
途
上
国
に
お
け
る
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
は
過
去
一
〇
年
ほ
ど
に
導
入
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
実
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
る
発
展
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
規
模
と
範
囲
の
拡
大
に
関
連
し
、
包
括
的
な
社
会
保
障
を
構
築
す
る
こ
と
に
対
し
て
貢
献
す
（
）
１５る
。
─　　─
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」（
山
田
）
（
　
　
　
）
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九
七
四
四
九
四
る
た
め
の
潜
在
力
に
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
を
以
下
に
順
次
、
検
討
し
よ
う
。
　
そ
こ
に
は
、
途
上
国
の
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貧
困
に
つ
い
て
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
た
め
に
必
要
な
規
模
に
到
達
す
る
た
め
の
、
重
要
な
潜
在
能
力
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
特
に
、
そ
れ
は
所
得
給
付
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
真
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
通
じ
て
表
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
成
功
裏
に
設
計
で
き
る
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
が
あ
る
。
　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
文
脈
に
お
い
て
、
重
要
な
ル
ー
ト
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
や
ボ
ノ
ソ
ル
の
よ
う
に
、
地
域
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
る
い
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全
国
規
模
に
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ア
フ
リ
カ
の
地
域
で
は
、
─
特
に
南
ア
フ
リ
カ
地
域
以
外
の
国
々
に
と
っ
て
は
、
特
に
は
る
か
に
困
難
に
見
え 
第
二
の
ル
ー
ト
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
の
当
初
の
排
除
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
メ
キ
シ
コ
で
プ
ロ
グ
レ
ッ
サ
を
す
べ
て
の
地
方
と
都
市
エ
リ
ア
に
拡
大
す
る
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ダ
デ
ス
の
例
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ボ
ル
サ
・
エ
ス
コ
レ
を
全
て
の
貧
困
世
帯
に
拡
大
す
る
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
例
で
あ
る
。
三
つ
め
の
ル
ー
ト
は
、
継
続
す
る
危
機
あ
る
い
は
雇
用
の
リ
ス
ト
ラ
の
転
換
の
対
象
人
口
の
急
速
な
拡
大
で
あ
る
。
　
中
国
のM
LSS
 
   
は
一
九
九
九
年
の
二
四
〇
万
の
受
給
者
か
ら
、
国
有
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
か
ら
生
じ
た
失
業
者
の
増
加
の
の
ち
に
二
六
〇
〇
万
を
超
え
る
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
。
同
様
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
のJefes
y
Jefas
 
  
  
 
  
 
は
同
国
の
二
〇
〇
一
年
の
危
機
の
効
果
に
対
応
す
る
た
め
、
二
〇
〇
万
の
世
帯
に
到
達
し
た
。
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
貧
困
に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
た
め
に
必
要
な
規
模
に
到
達
す
る
能
力
を
示
し
て
き
た
。
　
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
範
囲
は
、
先
進
国
で
も
途
上
国
で
も
著
し
い
拡
大
を
示
し
て
い
る
。
途
上
国
に
お
い
て
は
、
チ
リ
の
ソ
リ
ダ
リ
オ
や
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
の
「
極
貧
層
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
よ
う
な
統
合
的
な
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
て
の
移
行
が
存
在
す
る
─
と
い
う
こ
と
は
注
目
に
値
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
途
上
国
の
貧
困
の
多
元
的
な
そ
し
て
世
代
間
的
な
性
質
を
解
（
）
１６る
。
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三
決
す
る
必
要
性
か
ら
生
じ
て
き
て
い
る
。
特
に
プ
ロ
グ
レ
ッ
サ
／
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ダ
デ
ス
の
よ
う
な
、
所
得
給
付
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
の
拡
大
も
ま
た
観
察
で
き
る
。
こ
れ
は
極
め
て
歓
迎
す
べ
き
展
開
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
貧
困
と
そ
の
原
因
に
つ
い
て
の
改
革
さ
れ
た
理
解
を
反
映
し
て
お
り
、
途
上
国
に
お
け
る
根
深
い
な
貧
困
と
脆
弱
性
に
対
す
る
よ
り
効
果
的
な
対
応
を
約
束
し
て
い
る
か
ら
だ
。
　
新
し
い
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
り
包
括
的
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
で
き
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
。
低
所
得
の
国
々
に
お
い
て
、
新
し
い
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
大
は
ほ
ん
の
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
極
め
て
不
調
和
な
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
そ
の
将
来
の
発
展
を
推
測
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
の
多
く
の
国
々
で
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
よ
り
広
い
国
家
社
会
的
保
護
戦
略
（N
ationalSocialProtection
Strategy
 
          
     
     
 
  
  
）
に
基
づ
い
て
考
慮
さ
れ
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
よ
り
広
い
社
会
的
保
護
の
手
段
に
向
け
た
展
開
を
示
唆
し
て
い
る
。
中
所
得
の
国
に
お
い
て
、
こ
の
点
で
の
主
要
な
論
点
は
、
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
社
会
保
険
の
間
に
展
開
さ
れ
る
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
相
互
協
力
（synergies
       
 
）
に
関
連
し
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
よ
う
な
あ
る
国
々
に
お
い
て
は
、
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
よ
う
な
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
社
会
保
険
と
の
間
に
緊
張
が
存
在
す
る
。
特
に
前
者
の
制
度
の
下
の
（
所
得
）
給
付
と
、
後
者
の
も
と
で
の
最
低
保
証
が
同
じ
レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
で
あ
る
。
　
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
が
社
会
保
険
制
度
へ
の
拠
出
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
縮
小
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
点
に
関
心
が
あ
る
。
　
社
会
保
障
の
さ
ま
ざ
ま
な
構
成
要
素
の
再
均
衡
・
調
和
は
、
こ
れ
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
強
化
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
デ
ザ
イ
ン
と
調
整
の
課
題
で
あ
る
が
、
資
源
の
よ
り
基
本
的
な
レ
ベ
ル
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
競
合
す
る
こ
と
は
な
い
。
税
財
源
の
社
会
保
障
の
支
出
は
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
は
社
会
保
険
制
度
へ
の
補
助
と
の
関
係
で
は
、
低
い
の
で
あ
る
。
特
に
も
し
報
酬
比
例
の
拠
出
（payrollcontribution
       
   
 
    
）
に
適
用
さ
れ
る
税
控
除
（tax
exem
ption
 
  
   
    
）
あ
る
い
は“tax
expenditiones”
 
 
  
       
    
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
。
典
型
的
に
は
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
国
内
総
生
産
の
一
％
の
部
分
を
お
い
あ
げ
る
。
そ
し
て
、
最
近
の
形
態
に
基
づ
け
ば
、
社
会
─　　─
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」（
山
田
）
（
　
　
　
）
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保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
他
の
社
会
的
支
出
か
ら
「
引
き
は
が
す
（croed
out
      
  
）」
の
で
は
な
い
。
こ
の
文
脈
で
考
え
ら
れ
る
、
よ
り
重
要
な
課
題
は
、
い
か
に
社
会
保
険
制
度
が
税
財
源
の
社
会
保
障
の
強
化
に
対
し
て
資
源
を
拠
出
す
る
か
で
あ
る
。
六
結
論
　
本
稿
は
、
先
進
国
と
途
上
国
の
双
方
に
お
い
て
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
の
再
評
価
の
強
力
な
主
張
が
存
在
す
る
─
と
い
う
こ
と
を
論
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
過
去
二
〇
年
近
く
、
適
用
範
囲
と
社
会
保
障
の
支
出
額
の
点
で
、
税
財
源
の
社
会
保
障
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
著
し
い
拡
大
が
あ
っ
た
。
途
上
国
に
お
い
て
、
新
し
い
形
態
の
税
財
源
の
社
会
扶
助
は
貧
困
と
脆
弱
性
を
解
決
す
る
た
め
に
出
現
し
て
き
た
。
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
に
対
す
る
質
的
な
変
化
は
、
お
そ
ら
く
よ
り
一
層
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
変
化
の
背
景
に
あ
る
推
進
力
は
、
そ
の
症
状
（sym
ptons
   
  
  
）
だ
け
で
な
く
貧
困
の
原
因
を
解
決
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
。
そ
し
て
特
に
途
上
国
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
の
貧
困
は
多
元
的
な
も
の
で
あ
り
、
将
来
的
に
持
続
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
　
途
上
国
に
お
い
て
、
新
し
い
形
態
の
税
財
源
の
社
会
保
障
の
分
析
は
、
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
要
素
を
確
定
し
た
。
そ
れ
は
、
貧
困
者
と
極
貧
者
に
焦
点
を
当
て
た
、
基
本
的
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
を
伴
っ
た
、
統
合
的
な
所
得
給
付
に
充
て
ら
れ
た
焦
点
─
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
多
元
的
で
継
続
的
な
貧
困
と
脆
弱
性
を
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
近
年
導
入
さ
れ
た
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
存
在
す
る
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
、
条
件
（conditionality
      
    
）、
そ
し
て
出
口
戦
略
（exitstrategy
    
 
  
  
）
を
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
は
、
効
果
の
問
題
に
関
す
る
議
論
を
惹
起
し
た
が
、
本
稿
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
政
治
経
済
的
要
素
に
関
連
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
　
税
財
源
の
社
会
保
障
の
変
化
は
、
途
上
国
に
お
け
る
社
会
保
障
の
拡
大
に
つ
い
て
の
新
し
い
機
会
を
開
い
た
が
、
い
く
つ
か
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
─　　─
＜
翻
　
　
訳＞
修
道
法
学
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も
ま
た
持
っ
て
い
る
。
税
財
源
の
社
会
保
障
の
出
現
の
形
態
は
、
貧
困
と
脆
弱
性
に
対
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
の
に
必
要
な
規
模
に
到
達
す
る
能
力
を
示
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
拠
出
制
の
社
会
保
険
の
守
備
・
勢
力
範
囲
に
お
け
る
、
不
況
・
沈
滞
そ
し
て
減
退
の
点
で
特
に
重
要
で
あ
る
。
　
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
核
心
で
あ
る
貧
困
を
多
元
的
な
も
の
で
あ
り
世
代
間
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
改
善
さ
れ
た
理
解
は
、
途
上
国
に
お
い
て
根
深
い
貧
困
と
脆
弱
性
へ
効
果
的
な
対
応
を
約
束
し
た
。
　
最
も
重
要
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
包
括
的
な
社
会
保
障
制
度
の
発
展
に
対
し
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
貢
献
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
い
く
つ
か
の
中
所
得
の
国
々
で
は
、
こ
の
こ
と
は
社
会
保
険
制
度
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
と
相
互
協
力
・
共
同
作
用
の
改
善
を
意
味
す
る
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
社
会
保
険
制
度
へ
加
入
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
そ
れ
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
と
貧
困
に
焦
点
を
当
て
た
税
財
源
の
社
会
保
障
に
向
け
て
の
、
こ
れ
ら
社
会
保
険
制
度
へ
の
公
的
な
補
助
を
再
び
進
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
低
所
得
の
国
々
に
お
い
て
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
緊
急
の
税
財
源
の
社
会
保
障
が
よ
り
強
固
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
に
要
求
さ
れ
る
連
帯
、
信
頼
と
能
力
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
促
す
─
と
い
う
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る
た
め
に
、
税
財
源
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
既
に
現
存
す
る
い
く
つ
か
の
特
徴
の
上
に
そ
れ
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
貧
困
と
脆
弱
性
の
原
因
と
展
開
の
適
正
な
理
解
、
所
得
給
付
と
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
・
保
険
と
の
統
合
、
そ
し
て
公
共
機
関
と
協
調
で
あ
る
。
税
財
源
の
社
会
保
障
と
、
雇
用
、
経
済
的
機
会
と
の
よ
り
よ
い
統
合
に
お
い
て
、
彼
ら
の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
も
ま
た
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
「
古
い
」
所
得
給
付
に
よ
っ
て
実
際
に
考
慮
さ
れ
て
き
た
課
題
で
あ
る
。
─　　─
ア
ル
マ
ン
ド
・
バ
リ
エ
ン
ト
ス
「
税
財
源
の
社
会
保
障
の
役
割
」（
山
田
）
（
　
　
　
）
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（
１
）　
ド
ナ
ー
に
よ
る
財
源
は
期
間
が
限
定
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
、
中
期
的
に
は
国
内
資
源
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
社
会
扶
助
の
比
較
研
究
の
結
果
の
検
討
し
、G
ough
 
    
ら
は
、「
ミ
ー
ン
ズ
テ
ス
ト
を
伴
う
社
会
扶
助
の
突
出
の
実
務
と
学
術
研
究
の
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
」
が
存
在
す
る
と
結
論
し
て
い
る
。
（
３
）　
こ
れ
は
幅
広
い
世
代
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
先
進
諸
国
の
間
で
、
税
財
源
の
社
会
保
障
の
重
要
性
に
お
い
て
重
要
な
差
異
が
存
在
す
る
。
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
歴
史
的
に
社
会
保
障
制
度
の
主
要
な
構
成
要
素
と
し
て
、
税
財
源
の
社
会
保
障
に
依
存
し
て
い
る
。
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ビ
ア
諸
国
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
社
会
扶
助
の
役
割
の
拡
大
に
適
合
す
る
「
生
産
主
義
者
（productivist
         
 
）」
の
出
現
ま
で
、
税
財
源
の
社
会
保
障
は
補
償
の
方
向
付
け
を
一
度
も
持
た
な
か
っ
た
。
（
４
）　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
は
、
社
会
保
険
に
拠
出
し
て
い
る
労
働
人
口
は
、
一
九
八
〇
年
の
七
〇
％
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
三
五
％
に
減
少
し
て
い
る
（Rofm
an,2005
   
       
）。
（
５
）　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
年
齢
、
所
得
レ
ベ
ル
、
労
働
能
力
な
ど
の
特
定
の
要
求
を
受
給
者
が
充
足
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。
（
６
）　
年
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
な
特
徴
に
つ
い
て
は
、
年
金
制
度
は
引
退
を
容
易
に
す
る
が
、
社
会
年
金
は
全
く
異
な
る
（B
arrientos,2006a
 
    
  
       
）。
（
７
）　
条
件
の
導
入
に
つ
い
て
は
他
に
も
正
当
化
が
あ
る
。
例
え
ば
、
教
育
あ
る
い
は
イ
ン
フ
ラ
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
グ
ッ
ズ
に
導
く
行
動
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
政
治
的
支
援
を
容
易
に
す
る
必
要
性
、
あ
る
い
は
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
学
校
に
行
け
る
べ
き
だ
と
い
う
納
税
者
の
意
向
を
満
た
す
必
要
性
な
ど
。
（
８
）　
同
様
に
、
家
族
の
構
成
に
お
け
る
差
異
を
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
成
人
と
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
の
違
い
と
、
家
計
の
規
模
の
経
済
で
あ
る
。
（
９
）　
実
務
的
に
は
、
規
則
的
あ
る
い
は
厳
密
さ
に
は
ほ
ど
遠
い
。
（
　
）　C
PRC
 
   
の
『
慢
性
的
貧
困
報
告
書
（The
C
hronic
Poverty
Report
    
     
 
       
     
）』
は
、
諸
国
か
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
の
証
拠
を
考
慮
し
、
貧
困
に
お
け
る
生
活
１０
の
四
〇
％
と
分
類
し
て
い
る
。
（
　
）　
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
、
条
件
、
準
自
治
的
公
的
機
関
に
よ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
監
督
、
評
価
は
信
頼
を
構
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
デ
ザ
イ
ン
の
特
徴
１１
で
あ
る
。
（
　
）　
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
全
て
の
社
会
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
固
定
レ
ベ
ル
の
給
付
（fixed-leveltransfer
          
    
 
）
を
採
用
し
て
い
る
。
し
ば
し
ば
プ
ロ
グ
レ
ッ
１２
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＜
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の
よ
う
に
、
子
ど
も
の
数
と
学
校
の
卒
業
者
の
数
に
基
づ
い
た
、
補
足
制
度
を
持
っ
て
い
る
。
極
貧
の
家
庭
の
不
足
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
に
基
づ
い
た
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
、
可
変
的
な
レ
ベ
ル
の
給
付
（variable
leveltransfer
    
  
      
    
 
）
の
両
方
を
検
討
し
て
い
る
。
（
　
）　
メ
キ
シ
コ
に
お
け
る
条
件
の
多
様
な
タ
イ
プ
の
比
較
に
つ
い
て
は
、D
avis
et
al.(2002)
 
   
   
         
を
参
照
の
こ
と
。
ケ
ニ
ア
に
お
い
て
最
近
実
施
さ
れ
た
１３
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
金
銭
給
付
は
、
条
件
を
検
討
し
て
い
る
。
（
　
）　
例
え
ば
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
反
・
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
就
労
要
件
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
貧
困
削
減
の
視
点
か
１４
ら
納
税
者
の
優
先
順
位
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
（
　
）　
反
・
貧
困
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
の
障
害
の
詳
細
は
、Pritchett(2002)
 
       
     
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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